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緒 言

肋膜炎ハ最モ普通 ナル内科疾患 ノーニシテ、其

ノ原因的登症病理的、臨休症候的研究及 ピ統計

的観察等少ナカラズ ト錐、未 ダ確 タル治療方法

ノ指針 トナルニ足 ラズ。從 ツテ我々臨躰 ニタヅ

サハル者ハ姑息的 二終始 シテ満足セザルベカラ

ズ。蓋 シ穿刺排液 ノ手段モ其 ノ適用ノ可否 ニツ

キテノ・、或ハ滲出液多量ニ シテ肺臓歴迫 セラレ

呼吸困難テ訴ヘル場合ニノミ限定 シ、或ル者ハ

可及的二行 フベ シトナス。更二探取液量二關 シ

テモ亦意見魑々タリ。

余 ハ弦 二於 テ肋膜 炎ノー般観察 テナスト共二特

二此 ノ穿刺 ノ鮎 二關心テ持 チテ、慶慮病院 二於
　

ケル昭和5、6、7/3ケ 年 ノ入院 患者中、 活動

性 肺結核 二綾嚢 セル モノテ除 ケル406名 一 ツキ

テ精査 セル結 果 テ報 告 シ他 日更 二例数 ラ重 ネテ

補 正 スル トコロアラ ン トス。

一般 的観察 二於 テハ性別
,年 齢 、登病季節、既

往病歴 、乾、漁及 ピ罹 患側別、併登 症、榮養月犬

態 、輕快 二至 ルマデ ノ経過 日撒、血液像 ニッキ

テ之 ラ行 ヒ、更 二其 ノニ三 二於 テハ豫後 トノ關

係 テ併記 セ リ。爾 参考文献 二於 テ、特別 ナル環

境 及 ビ封照 ラ持 ツ軍人胸膜 炎 ノ統計 ハ之 テ除外

セ リ。

(1)性 別 及 ピ其 ノ豫後 第1表 ノ如 ク線数406

名 中男270名 女136名"シ テ65%封35%ノ 男

女 比卒 テ示 ス。 死 亡ハ35名 ニ シテ 全例 ノ0.9

%二 相 當 シ其 ノ中男 ハ19名 、女 ハ16名 ニテ夫

々其 ノ0.7%、1.2%テ 示 シ女子 二於 テ 梢t高

第1表 肋膜炎患者性別ト豫後

謙 轍 死亡 不明 合計 男女李
男237191427065%

女105161513635%

一

キ死 亡卒 テ示 ス。豫後不明 ナルモ ノハ経過梢 ≧

不 良 ナルベ ク豫想 セ ラル ・例 多 カ リシテ計上 セ

バ更 二此 ノ感深 シ
。 之 テ從來 ノ文献 二徴 スルニ

男子 二多 シ トナスモ ノヨリ列記 スレバ∫切大沼氏

ノ・.男75%女25%位 ト イ ヒ、(9)Grober氏 ノ・

男70%女30%。 〔8)岩崎 氏 ノ・男67.4%女32.6

%。(4)岡 村 氏 ノ・男66%女33%。 「6)吉田 氏ハ男

61%女39%、(3,松 井 長屋 氏 ノ・男57.7%女

2.3%、(10)輻 島 氏等 ノ・男56%女46%等 デ アリ、

女 二多 シ トスルモ ノハ(1⊃保坂氏 ノ 男37%女63

%、(7⊃ 佐 々木 氏 ハ男38%女62%等 ナ リ。

(2)年 齢 第2表 ノ如 ク當 内科 ニテハ15歳 以

ヒテ ノミ取扱 フガ故 二幼年期 ハ窺 へ得 ザ レ共、

第2表 肋膜炎患者ノ年齢別 ト豫後

15-20歳9371g10926・9%少 年期

1--25歳9513711528.3%

6_3。 歳be-r--717S、8.4%青 年 期

31--40歳46325112.6%

、_5。歳 一葛 『至一一91Tll.3%肚 年期

51→2052276.5%老 年期

合 言十3423529406
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15歳 ヨ リ20歳 二至 ル少年期 二 於 テハ109名 、

26・9%、21歳 ヨ リ25歳 マデハ115名 、28.3%、

26歳 ヨ リ30歳 マ デハ75名 、18.4%、 即 チ青年

期 二於 テノ・合 計190名 、46.7%テ 示 シ其 ノ後年

齢 ノ増加 ト共 二罹 病卒 下 リ31歳 ヨリ50歳 マ デ

ノ肚年期 ハ19・9%、51歳 以 上 ノ老年期 二於 テ

ハ僅 力26・5%ラ 算 スル ニ 過 ギズ。 此 ノ事實 ハ

ー般 ノ観察 ノ等 シクー致 スル トコロー シテ、即

チ(8⊃岩崎氏 ハ21--30Ue二4g.7%テ11_-20歳

33.4%ア リ ト謂 ヒ、(3)松 井=長 屋氏 ハ21-30

歳33.5%、(1⊃ 保 坂 氏ノ・22.2%、(6)吉 田氏 ハ21

-25歳 二、(4,岡 村 氏 ハ20-40歳 二、 〔9)Grober

氏 ハ20-一一30毫 二(10)幅島氏等 ハ16-25歳 二多獲

ス ト蓮 プn死 亡卒 ニツキテ・・51歳 以 上 ノ18.4

%、21-25歳 ノ11.3%テ 最 高 トシテ 其 ノ他 ハ

概 ネ6.6%乃 至6%位 ナ リ。

(3)獲 病期 第3表 二示 ス如 ク3月 二最 モ多 ク

1月 、2月 、4月 、5月 、6月 、12月、9月 等 ノ順 位

テ トリ7月 、8月 、11月 等 最 モ少 シ。2Pチ 例撒

少 シト錐 モ寒 冷、漁氣等 ノ誘 因 タルベ キハ想定

第3表 肋膜炎患者 ノ登病期

鮪 期 例 数 登病剃 例 数
1月

至 月

508月 20

509月 27

3月5210月 25

4月38 塑
12月

21

5月38 31

6月36」
406

7月22

シ得 ベ シ。(8⊃岩崎氏 ハ5月 一最 モ多 ク4-6月

之 二次 グ トシ、(7,佐 々木氏 ハ1月 最高 ニ シテ、

5、6、7月 ノ順位 ナ リ ト謂 フ。(10)輻島 氏等 ハ5、

'6月 二多 シトス
。

(4)原 因 又 ハ誘因 ト關係 ア リト思 ハル既往症

第4表 二示 ス如 ク何等認 ムベキ既往症 ナ キモ ノ

130名 一一シ、風邪 二傾 向 ラ 有 スルモ ノ104名 之

二次 ギ肋膜 炎
、輕 度 ノ結核性肺疾 患、 肺炎、「ロ

イマチスムス」、腹膜 炎、出産.妊 娠、打撲等 ノ順

位 テ示 シ、所 謂結核性疾患 ノ・合計67名11.5%

第4表 肋膜炎患者二於ケル原因

叉ノ・誘因ラシキ既往症

鍛例
ー
症往既

8

8

16

36

9

4

姻-計合

娠妊嵐出

撲打

他
ノ

其

氣脚

患疾腎

病臓心

鍛例
ー
蜘
鱗
38

1

ー
ー
ー

ー

ll
I」

炎膜肋

患疾肺

16炎肺

10柄好回

8
蜀膜腹

1

症往既
ノモキ無

邪風

二相當 ス
。(8⊃岩崎氏 ニ ヨレバ7.8%、 σ佐 々木

氏 ハ35.8%ア リ ト謂 フ.其 他脚氣 ノ 既往症 テ

有 スルモ ノ36名8.8%腎 炎9名 、 心疾患4名'

テ算 ス。

(5)乾 性 及 ピ漁性 ノ別一イ則別 乾性漁 性 ノ別 ハ

本質的 ニハ之 テ認 ムル能 ハ ズ病期 ノ匠 別ナ リ ト

セ ラル ・所 ナ レドモ乾性 ノマ ・輕快 スル モ ノ又

多 シ。 第5表 ノ如 ク漁性 ナル モ ノ354名 、87.2

%、 乾 性 ナル モ ノ52名12.8%ニ シテ、其 ノ死

第5表 肋膜炎患者1・乾性温性患側別及ビ豫後

温 性1乾 ・.性

合 計

訳 良
1

死 不 明 合 計
ド1

良}死i不 明 合 計

右 側 141 14 5 160 18 1 1 20
180

44.3%

左 側 113 3 10 126 19 0 1 20

'146

37.4%

雨 側 43 15 10
68
19.0%

8 2
、
、

2
12
23%

80
18.3%

合 計 297' 32 25
354
(87.2%)

45 3 4
52
(12.8%)

406
[
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亡率 ハ前者 ノ8%強 二封 シテ後者6%弱 ナル ハ

明 二豫後良好 ナ リ。更 二豫後不 明 ナル モ ノニ死

亡 ヲ豫 想 ヤ ラル ・モ ノ ・漁性 ナル モノー多 カ リ

シヲ想起 スル事 必要 ナ リ。罹患側 二就 キテハ右

側180名44.3%、 左 側146名37.4%、 雨 側

ナル モ ノ80名18.3%ニ シテ右側 二梢 気多 シ。

罹患側 ト豫後 トノ關係 ハ乾性i黒性 テ問ハ ズ雨側

ナルモ ノ及 ビ、左側 ハ右側 ヨリモ遙 二悪 性 ナ

リn(8⊃岩 崎氏 ハ漁 性97.5%、 乾 性2.5%ニ シテ

漁性 ノ右側 ハ梢 ㌃多 シ。8%乾 性 ノ左側 ハ梢 ≧

多 シ雨側 ナルモ ノ12%ナ リ ト謂 ヒ、(7)佐々 木 氏

ハ右側55%以 上 ナルラ 認 メタ リ。 〔5》大沼 氏ハ

漏性52%ニ シ テ 右側梢1多 ク 雨側11%5f

フ。(10輻 島氏等 ハ漁性3.6倍 トイフ。

(6)肋 膜 炎患者併褒症 ニ ツキ・テハ第6表 二示 ス

第6表 肋膜炎患者併登症
1

紐轡 輕快 死亡 不明 合計
無 183 3 0 186

肺結核及ピ
肺尖浸潤

50 6 7 63

腹 膜 炎 54 16 18 88

「ノレヰ レ キ 」 4 1 0 5

「・イマチ ムス」 1 0 0 1

膿 胸 5 0 1 6

妊 娠 4 1 1 6

傳 染 病 2 0 1 3

糖 尿 病 2 0 0 2

腎 炎 7 1 0 8

脚 氣 13 3 0 16

其 ノ 他 17 4 1 22

合 計 342 35 29 406

如 ク、 全 ク之 テ認 メザルモ ノ186名45.8%、

結 核 性肺疾 患63名15.5%、 腹 膜 炎88名21.8

%弱 、 其 ノ他頸部 淋巴腺腫 脹、膿胸等 テ合 シテ

結核性疾患 ハ162名40%テ 算 ス、脚氣 ハ16名

4%、 腎 炎8名2%等 テ 認 ム。 是等 ノ併褒症

ト豫後 トノ關係 ハ 腹膜 炎、結核 性肺浸潤等 ハ

不 良 ・;一.シテ、夫 々其 ノ19.3%、9.5%ノ 死 亡傘

ヲ示 シ、死 亡 ラ 豫 想 セ ラレ シ不 明 ノ部 分 ラ合

ス レバ 更 二倍加 ス ベ シ。其 ノ他脚氣 ノ併嚢 モ

亦18・7%ノ 死亡卒ラ示 シテ豫後不良ナリ。{7)佐

々木氏ハ肋膜炎二於 グル合併症ハ肺尖加答見、

腹膜炎、腎炎、肺結核、脚氣等 ノ順 二高 久 其 ノ

中結核性疾病 ハ合計37.8%ナ リト謂 ヒ、脚氣

ハ2・3%二 之テ認 メ、(8⊃岩崎氏ハ14%ノ 脚氣併

登 ラ認 メテ豫後不良ナリトセリ。⑳幅島氏等ハ

肺 ノ結核性病憂ノ・33%二 認 メ腹膜炎ハ30.8%

合併 ストナス。

(7)肋 膜炎患者 ノ榮養状態 概 シテ結核性疾病

ノ豫後ハ其 ノ榮養駄態 ト密接 ナノレ關係 アリトセ

ラル ・ガ故 二第7表 二示 ス親察 テ行ヘ リ。帥チ

第7表 肋膜炎患者ノ榮養歌態
1

簸＼ 輕快
死 亡 不 明 合 計

良 126 12 4 142

可 134 10 10 154

不 良 82 13 15 110

合 計 342 35 29 406
響

榮養良好 ナル モ ノ142名35%弱 、 可 ナルモノ

154名38%弱 、 不良 ナルモ ノ110名24.4%ヲ

示 シ、其 ノ豫後 ノ・夫 々90%弱 、7%弱 、12%

弱 ニ シテ、 榮養不良 ナルモ ノ梢 ㌃高 キ死亡傘テ

示 シ、殊 二不 明中 ノモ ノテ加算 ス レバ更 二倍加

ス ベ シo

(8)肋 膜炎患者 ノ経過 日数ノ・大略第8表 二示ス

第8表 肋膜炎患者ノ経過週数

経過週剃 例 数睡 過日釧 例 数

如 ク、4-8週 ノモ ノ最 モ多撒 テ占メ、8--12LM

ノ モ ノ之 二次 ギ4週 以 内 ノモ ノハ最 モ少 シ。

然 シ最短18日 ニ シテ輕 快 セル モ ノア リ、 最長

40週 ヲ過 ギテナホ豫後不 明ナルモ ノアリ。

(9)肋 膜 炎患者 ノ血液像 血液 像 テ調査 セラV

タル モノ41例 ア リ。第9表 二示 ス 如 ク赤血球

ニツキテ ハ 其 ノ撒 ハ500萬 以 上 ノモ ノ12名 、

390萬 乃 至500萬 ノ モ ノ21名 、390萬 以 下 ノ貧

血 テ 示 セル モ ノ8名20%ア リ。血色素 ハ瑳 愛
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第9表

1例 釧 死 亡

赤血球

500萬 以上 12 1

390萬 →500萬 21 1

390萬 以下 8 0

血色素
ザ リー60以 上 34 2

60以 下 7 0

白血球薮

8000以 上 17 0

5000-8000 19 2

5000以 下 5 0

淋巴球
%

26%以 上 19 0

21-25% 17 2

2096以 下 5 0

中性嗜好
性多核
%

70%以 上 12 1

65-69% 8 1

56-64% 15 0

55%以 下 6 0

移行型
%

7%以 上 13 0

4-7% 16 1

4%以 下 12 1
一

「エ オ ジ

ソ」嗜 好

(%)

0 21 1

1-3% 16 1

4%→ 4 0

一氏度60以 上 ノモ ノ大部分 ニ シテ60以 下 ナル

モノ7名 アリ。 白血球撒8000以 上 ノ=檜多症 テ

示 セルモ ノ17名 、5000-8000ノ 正 常 ナルモ ノ

19名 、5000以 下 ノ滅 少症 ラ 示 セ2vモ ノ5名 、

12%ア リ。 白血球 ノ形態學 的分類 へ 先 ヅ淋 巴

球 二於 テノ・26%以 上 ノ比較的増多症 ノモノ19

名、21-25%ノ 正 常 ナル モ ノ17名 、20%以 下

ノ比較的滅少症 テ 示 ス モ ノ5名 ア リ。中性嗜

好性多核 白血球 ニツキテハ70%以 上 ノ比較的

壇多症 ノモ ノ12名 、65-69%ノ 正 常 ナルモ ノ

8名 、56-64%ノ 梢 篭滅少 セル モ ノ15名 、55

%以 下 ノ比較的滅少症 テ示 スモ ノ6名 、14%ア

リ。大軍核及 ビ移行型 ハ7%以 上 ノ比較 的増 多

症 テ宗 スモ ノ13名 、正常 ノモ ノ16名 、4%以

下 ノ滅少症 ノモ ノ12名 アリ。

「エ オジン」嗜好 性多核 ノモ ノニツキテハ0%ノ

モノ21名 、1-3%ノ 正 常 ノモ ノ16名 、4%以

上 ノ檜 多症 ラ示 スモ ノ4名10%ヲ 認 メタ リ・

岩崎氏 ノ統 計 ヲ1参照 スル ニ赤血球500萬 以 上 ノ

モ ノ.男15.4%、 女6.4%、zF均12%、350萬 以

下 ノ貧血 テ示 セルモ ノ男2.6%、 女10.6%、

ZF均5.6%テ 認 メ、血色素 ニ ツキテハザ リー氏

法70以 下1モ ノ男13.4%、 女39.7%、 李均

22.3%、 白 血球 撒 二於 テハ4000-6000ノ モ ノ

29%、1萬 以上 ノ増 多症11%テ 認 メ白血球 形

態 的 ニハ比較 的中性多核 白血球 増 多症ハ2%、

弱比較 的淋 巴球増 多症 ハ4.8%、 大 軍核及 ビ移

行型 ノ比較的曾多 ノモ ノ1.5%、 「エオ ジン」嗜

好性 ノ比較的増多1.5%二 之 認 メタ リ、死 亡卒

テ見 レバ中性嗜好性 ハ増多、移行型及 ビ「エ オ ジ

ン」嗜好 性ハ減 少 セル モ ノニ高 シ、⊂8,岩崎 氏 ノ報

告 モ亦然 リ。

(10)穿 刺 排液 ノ赦果 テ論 ズル ニノ・病 症一輕 重 テ

先 ヅ考慮 セザ ルベ カ ラズ、而 モ之ハ言 ヒ易 ク シ

テ ソノ判定ハ實際上頗ル難事 トイハ ザルベ カラ

ズ。故 二本統 計 二於 テハ未穿刺 ノモ ノニ於 テ輕

症 テ豫 想 スルニ留 メ置 クベ シ。即 チ排液 ノ目的

テ以 テ穿刺 セル モ 〃 ・第10表 二示 ス如 ク189

第10表 肋膜炎患者 ト穿刺

豫 後

穿刺有無
輕快 死亡 不明

穿 刺 セ ザル モ ノ 194 15 14

穿 刺 セル モ ノ 148 20 15

合 計 342 35 29

223

183

406

例、45.1%ニ シテ然 ラザル モ ノ17例 、54.9%

ナ リ。而 シテ其 ノ死 亡傘 ノ・夫 々t6%、10.5%テ

示 シテ穿刺 セル モ ノ豫後不良 ナ リ。 然 リ ト錐 モ

之ハ穿 刺 テ施 行 セザ リシモ ノニ輕 症多 カ リ シ結

果 二基 ヅ クモ ノナルベ シ。即 チ余 ノ・舷 二穿刺 ノ

結果 テ吟味 スベ ク其 ノ脈搏、呼吸、禮温、尿量

等 ヘ ノ影響 テ精査 セ リ.

而 モ其等 ノ穿刺 直後 ノ影響 ハ求 メテ興 味少 ク叉

充分之 テ知 リ得 ベ カラザル テ以 テ、施行前3日

間李均値 ト後3日 間李均値 ノ比較 テ以 テセ リ。

指度、脈搏 ノ・5、呼吸4、 膿温5分 、 尿量200

二取 リテ統 計 セ リ。更 二穿 刺前 ノ増大、減少不

憂 ノ傾 向 テ考慮 セ リ。

(A)即 チ穿 刺 ト脈傅 トノ關係 ニ ツキ テ ハ 第11
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第11表 肋膜炎患者ノ穿刺 ト脈搏 トノ關係
1

墳大 減少 不攣

例籔 % 例数 % 例藪 %

試験穿刺 60 22.0 47 17.2 165 60.8

200qc以 内 10 17.0 21 36.0 28 47.0

500cq以 内 13 27.0 16 33.0 19 40.0

47.81000。o以 内 14 16.6 __}30135.6 40

1500α α以 内 11 27.5 1230.0 17 42.5

1500cα 以上 0 0 4150.Ol 4 50.0

合 計 108 21.1 130125.4 273153.5

表 及 ビ第12表 二示 ス如 ク(穿 刺前 ノ病勢 ノ傾 向

ノ影響 ハ表記 二留 メ)試 験穿 刺 ハ 総 同272回 、

中其 ノ後檜加 セルモノ22%、 減 少 セルモ ノ17・2

%、 不 攣 ノモノ60.8%ナ リ。200筑 以 内 ノ排液 ノ、

縮 同59、 中其 ノ後 檜加 セルモ ノ17%、 減 少 セル
ロ

モ ノ36%、 不 攣 ノモ ノ47%ナ リ。500垣 以 内

、

ノ排液 ハ48回 中増 加 セルモ ノ27%、 減 少 セル

モ ノ33%、 不 攣 ノモ ノ40%ナ リ.1000垣 以 内

ノモ ノ84同 三テノ・檜加 セルモ ノ16・6%、 減 少

セルモ ノ35.6%、 不 攣 ノモ ノ47.8%ナ リ。

1500以 内 ノモ ノ40同 一テノ・檜大 セル モ ノ27.5

%、 減 少 セルモ ノ30%、 不 攣 ノモ ノ42.5%ナ

リ。150.0以 上 ノ排液 セルモ ノ8同 ニテ減 少ゼ

ルモ ノ不慶 ノモ ノ相 牛バ ス。 即 チ穿 刺 ニョツテ

脈搏数 ノ減 少 セル モ ノハ 試験穿刺 ニテノ・17.2

%ノ 低 傘 ナ レ ドモ、排液 ノ目的 ノ穿 刺 二於 テハ

30%以 上 ラ示 シテ其 ノ敷 果 テ明 カー 認 メ得ル。

(B)穿 刺 ト龍温 トノ關係、 第13表 及 『ビ第14表

二示 ス如 ク、試験 穿刺 二於 テハ272同 中 上昇 セ

ルモ ノ26.1%、 低 下 セルモ ノ30.1%、 不 攣 ノ

モ ノ43.8%テ 示 シ、200颯 以 内 ノモノニテノ・上

昇 セルモ ノ20.3%、 低 下 セルモ ノ45・7%、 不

第12表 胸 部穿刺 ノ脈搏二及ボス影響

當時 ノ病 勢 傾向塙大 同 減 少
一 一 一 　

同 不 攣

合計賑捌敗 1401 20 ・1・・ 81・ 1401 201 0080 140

一}》

・12・1;・ ・81・
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第13表 胸穿刺 ノ禮温二及ボス影響

當時 ノ
病 勢 ・

傾向墳高げ 耀 同 降 下 同 不 愛

合計髄 温 3 9℃3 8℃3 7℃ 31ぴc3 8℃3 7℃ 3 9℃3 8℃3 7℃

遺
一 一rr
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第14表 肋膜炎患者穿刺1・髄温 トノ關係

上昇 低下 不攣
}

酬 96 咽 % 例咽 %一

試験穿刺 71i26・1122!30・1 一
20

-一 一

11

11》143.8

200α α以 内 12;20.31 27 45.7
『
24.0
層闇『

23.0500αα以 内 1327.0 24 50.0

1000α α以 内
P

22 26.2 35 41.6 27 32.2

1500α α以 内 13 32.5 16 40.0 11 27.5

15000α 以 上

『!
112.5 5 72.5 2 25.0

合 計;132125.8 189 37.0 190 37.2

壁 ノモ ノ24%テ 示 シ、500颯 以 内排液 ノモ ノー

テハ上昇 セル モ ノ27%、 低 下 セルモ ノ50%、

不 慶 ノモ ノ23%テ 示 シ、1000颯 以 内排 液 ノモ

ノニテハ 上昇 セルモ ノ32.5%、 低 下 セル モ ノ

40%、 不 憂 ノモ ノ27.5%テ 示 シ、1500颯 以 上

排液 ノモ ノニ テハ上昇 セル モ ノ12.5%、 低 下 セ

ルモ ノ72.5%、 不 攣 ノモ ノ25%テ 示 ス。帥 チ

禮温 ノ穿刺 ニ ヨツテ低下 セ ル モ ノ試験穿刺 ノ

30%テ 別 トシテモ排液 テ目的 トセル場合 二於 テ

ノ・毎常40%テ 示 ジテ穿刺排液 ノ結 果 ハ 充分 ナ

ル テ窺 ヒ得。

(C)穿 刺 ト呼吸 トノ關係 ハ第15表 、第16表 二

示 ス姐 ク、試験穿 刺 二於 テハ増加 セルモ ノ14・6

%、 減 少 セル モ ノ17.6%、 不 憂 モ ノ67.8%、

200颯 以 内 ノ排液 二於 テハ檜加 セル モ ノ8.5%、

減 少 セルモ ノ22%、 不 攣 ノモ ノ69.6%、500

第15表 肋膜炎患者穿刺 ト呼吸 トノ關係

上昇 減少 不攣

例殿 % 例薮 % 例倣 %
}
試験穿刺 40 14.6 48 17.6 184 67.8

200qc以 内 5 8.5
-

8.3

13 22.0 41 69.5

500cq以 内 4 10 20.8 34 70.9

1000αc以 内 16

i塑
32 38.0 36 43.0

1500cα 以 内 8 ・20.0 13 32.5 19 47.5

'1500αq以 上
1 12.5 5 62.5 2 25.0

合 計 74 14.5 121 廓1一齋 61.9

第16表 胸部穿刺 ノ呼吸二及ボス影響

當時ノ
病 勢 傾向培大 同 減 少 同 不 攣

呼吸鍛 41・31・2・ 4i・31・ 02 4i・3i・21・ 合計
1結 稟

穿
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}、

颯以内 ノ排液 二於 テハ壇加 セルモ ノ8.3%、 減

少セルモ ノ20.8%、 不 慶 ノモ ノ70.9%、1000

颯以 内 ノ排液 二於 テハ檜大 セルモ ノ19%、 減 少

セルモノ38%、 不攣 ナ ルモ ノ43%、1500颯 以

内 ノ排液 ノモ ノハ 檜 加セルモ ノ20%、 減 少 セ

ルモ ノ32.5%、 不 攣 ノモ ノ47.5% 、1500颯 以

上排液 ノ揚合 ニハ 檜加 セル モ ノ12.5%、 滅 少

セルモ ノ62.5% 、不 攣 ノモ ノ25%ラ 示 ス。

帥 チ穿 刺排液 ノ呼吸数 ヲ減少 七 シムル モ ノノ・排

液量 ト略 ヒZF行 二 高卒 ニ シテ略 く30%内 外 テ

第17表 肋膜穿刺1・尿量 トノ關係

堆大 減少

脚

不攣

例敷 % 例数 % 鯛一 一 危
試験穿刺 125 45.9 56 25.1 91129.0

200cα 以 内 爵39.0 10 17.0
12644
.0「

500αG以 内 19 39●4 20 41.6 9
119
.0

1000αq以 内 42 50.0 22 26.2 20 23.8

1500αc以 内 16 40.0 12 30.0 12 30.0

1500cα 以 上 5 62.5 1 12.5 2 25.0

合 計 230 41.7 121 29.0 160 29.3
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第18表 胸部穿刺 ノ尿量二及ボス影響

當時 ノ
病 勢

傾向塘大 同 減 少 同 不 攣
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占 メテ其 ノ敷 果明 カナ リ。

(Dl穿 刺 ト尿 量 ノ關係 ノ・第17表 、第18表 二示

ス如 久 試験穿刺 ニ テノ・曾加 セルモ ノ45.9%、

減 少 セルモ ノ25.1%、 不 攣 ノモ ノ29%、200

颯 以 内 ノ捌液 二於 テノ・増加 セル モ ノ39%、 減

少 セルモ ノ17%、 不憂 ノモ ノ44%、500颯 以

内 ノ排液 二於 テハ 檜加 セルモ ノ39.4%、 減 少

セルモ ノ41.6%、 不 攣 ノモ ノ19%、1000以

内 ノ場合 ニ ハ 増加 セルモ ノ50%、 滅 少 セルモ

ノ26.2%、 不攣 ノモ ノ23.8%、1500颯 以 内,

モ ノニ テハ 檜加 セル モ ノ40%、 減 少 セルモ ノ

30%、 不 攣 ノモ ノ30%、1500颯 以 上 ノモ ノニ

テノ・檜大 セル モ ノ62.5%・ 、 減 少 セルモ ノ12.5

%、 不 攣 ノモ ノ25%テ 示 ス。 即 チ穿刺 一ヨリ

テ尿 量 ラ増加 シ來 ルハ40-50%二 之 ラ認 メ其

ノ赦 果明 カナ リ。

線 括

(1)肋 膜 炎患者406名 中男 ノ・65%、 女 ハ35%

ニ シテ男子 ノ罹患卒高 ク、死 亡卒 ハ男0・7%、

女1.2%ニ シテ女子 ノ豫後梢 ヒ不良 ナ リn

(2♪ 同 ジク年齢 別 ニ ヨレバ21-25歳 最 モ 罹 患

卒高 ク28.3%ニ シ テ15-20歳 ノ モ ノ之 ニヅギ

26-30歳 、31-40歳 等 年齢 トトモ・・…一罹 患卒減

少 ス。死 亡傘 ハ51歳 以上 ノ18.4%テ 最 高 トシ

21-25歳 ノ11.3%之 二次 ギ 他ハ6%内 外 一テ

低 シ。

(3)獲 病 期 ノ・3月 最 モ多 ク1月 、2月 、4月 、

5月 、6月 、12月 等 ノ順 テ取 リ、8月 、11月 最 モ

少 シ、即 チ寒冷漏氣等 ノ影響誘 因 トナル コ ト少

ナカ ラズ ト思 ハル。

(4)原 因 又 ハ誘 因 ラ シキ既往症 モ亦風邪 ラ最高

トシ更 二結核性疾 患11・5%二 認 メ得 タ リ。

(5ノ 漁性 ナル モ ノ87.2%ニ シテ乾 性12.8%二

過 ギズ。其 ノ豫後 ノ・乾 性 ナル モ ノ梢 篭良好 ナル

モ ノ ・如 シ。

罹患側 ハ漁性 二於 テ 右側44.3%ニ テ 左側 ヨリ

梢 丸多 ク雨側 ノモ ノ18.3%テ 認 メ、 乾性 二於

テハ左側右側相牛 バ ス。雨側 ノモ ノ23%ア リ。

更 二患側 ト豫後 トノ關係 ハ左側 ハ右側 ヨリ遽 カ

ニ不良 三 シテ、雨側 ナル モ ノ亦然 リ。

(6)併 登 症 ハ腹膜 炎、 肺結 核及 ビ肺浸潤最 モ多

ク.他ノ結 核性疾 病 ト合 シテ40%ラ 算 ス。 脚氣

ハ4%二 之 ラ認 メ、以上 ノモ ノハ其 ノ豫後 ラ不

良 ナ ラ シム。

(7)榮 養 状 態 ノ不良 ナル モノ24.4%ラ 占 メ其

ノ豫後 ノ・不良 ナ リ。 ・

(8)肋 膜 炎 ノ経 過 日撒 ハ4--8週 及t'8-12週

ノモ ノ最 モ多撒 ラ占 ム レ ドモ18日 一 テ 輕快 セ

ル モノ40週 テ過 ギテナホ豫後不 明 ノモ ノア リ。

(9)血 液 像 ハ 調査 セラ レタル41例 ニツキテ 見

レバ貧血 ラ呈 セルモ ノ20%ア リ、白血球 ハ輕度



第12號 】 小西=肋 膜炎 ノ統計的観察特二温性ナルモ/二 於クル穿刺 ノ敷果二就テ1449

ノ壇 加 ラ示 セルモ ノ多 ク淋 巴球%ハ 比較的檜大

セルモ ノ多激 ア リ。 中性嗜 好性多核 ノ・寧 ロ比較

的減少 テ示 セル モ ノ稽 丸多 ク、大 軍核一 移行型

ノ・正常 ノモ ノ壇大 セ ル モ ノ減 少 セルモ ノ均 等

ニ シテ、 「エオ ジン」嗜好性 ハ減 少 セル モ ノ多撒

ナ リ。死 亡卒 ハ中性嗜好性 ノ」曾大、移行型、「エ

オジン」嗜好 性 ノ減 少 セル モ ノ稽 ζ高 キガ如 シ。

(10)穿 刺 排液 ノ数果 穿刺 セルモ ノ ト然 ラザル

モノ トノ死 亡卒 ノ關係 ハ寧 ロ前者 二梢 ㌃高 シ、

然 レ共後者 二輕 症 テ多数合 メル ガ故 二之 ラ以 テ

其 ノ数果 ラ否定 スベ カ ラズ。 即 チ(A)穿 刺 排液

一ヨリ脈搏数 ノ減 少 ラ 來 シタルモ ノ30%以 上

二存 シテ檜大 セルモ ノ ・倍 二相當 シ、

(B)禮 温 ノ下降 テ來 セル モ ノ40-50%以 上 ニ

シテ、叉増大 セル モ ノ・2-3倍 二相當 シ。

(C)呼 吸数 ノ減 少 セル モ ノ30%以 上 ニ シテ 又

増大 セル モノ ・2--3倍 テ示 シ、

(D)尿 量 ノ檜加 ラ來 セルモ ノ40-50%ニ シテ

又減少 セルモ ノ ・2倍 二相 當 ス。 即 チ脈搏撒、

罷温、呼吸、尿量 ヘ ノ穿 刺 ノ良影響 テ及 ボ スモ

ノ悪 キモ ノニ2-3倍 ア リ、以 テ穿刺 ノ赦果 ノ、認

ムル テ得 ベ シ。

欄 筆 スルニ當 リ西野、平井 雨教授李素 ノ御鞭捷

テ謝 シ特 二御 校閲 テ賜 咳 シ大森教授 二深謝 ス。
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